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1. はじめに 

CT-Planner[1]は，個人の都合や嗜好をふまえ，

周遊プランを対話的に作成するツールである(図

1．2 章で詳述)．しかしこのツールでは，プラン

作成時にユーザから見た柔軟性が，充分とは言え

ない．本稿では，この CT-Plannerの柔軟性の拡充

を提案する．具体的には，以下の 3機能を提案・

開発する：①検討中の周遊プランの部分固定機能，

②複数の見本プランの提示とカスタマイズ機能，

③周遊プランの評価の共有，である．本稿ではま

た，これら 3機能の有効性を評価実験で示す． 

 
図 1：CT-Plannerの周遊プラン作成画面. 

 
2. 先行研究 

CT-Planner で観光者は，出発地・到着地他と，

画面の左ペインで嗜好を入力する(図 1)．すると

条件を満たす周遊プランが一つ， 

⚫ 右ペインに観光対象(＝ビジネス用語では

「観光スポット」)の順序付きリスト 

⚫ 中央ペインに地図上の赤線 

で出力される．入力を修正すれば，出力も変化す

る．ここにおいて，以下三つの問題点がある： 

⚫ 問題点 1：入力を一項目変化させただけで，

出力の周遊プランが激変し得る． 

⚫ 問題点 2：嗜好入力に依存して，特定のジャ

ンルの観光対象が，頻出しまうことがある． 

⚫ 問題点 3：出力される周遊プランは一つのみ

のため，観光者の希望内容と乖離があるほど，

その後に多数回の修正を要する． 

一方，CT-Playerは CT-Plannerのサブシステム

で，過去に作成された周遊プランを右ペインで逐

次表示する[2](図 2)．作成事例を一つクリックす

ると，入力条件を含めその作成過程を確認できる． 

 

 
図 2 作成事例の CT-Player 右ペインでの逐次表示． 
 

しかし本サブシステムには以下の問題点がある： 

⚫ 問題点 4：作成事例の羅列に留まっている．

「作成者の満足度」他，適切な周遊プランに

たどり着くための支援に，改善の余地がある． 
 
3. 提案手法 

3.1 対話型周遊プラン作成システム CT-Planner

の柔軟性の拡充 

3.1.1 機能 1：検討中の周遊プランの部分固定 

本稿ではプラン修正時に，全てを修正可能にす

るのではなく，既に満足した部分を固定すること

を提案する．具体的には，以下の二つを用意する： 

⚫ 出発地からある観光対象までを固定する「前

方固定」 

⚫ ある観光対象から到着地までを固定する「後

方固定」 

これにより，2章の問題点 1, 2を緩和する．問題

点 2にも寄与可能なのは，部分固定後に嗜好入力

を変更して周遊プランを修正できるためである． 

3.1.2 機能 2：複数の見本プランの提示とカスタ

マイズ機能 

本稿では，観光ガイドや定期観光バスを参考に，

見本プランを複数提示する．そして，観光者が気

に入った見本プランを選択でき，なおかつそれを

カスタマイズ可能にする．観光者のニーズに近い

見本プランから周遊プランを開始することで，問

題点 3を緩和し，完成までの作業負荷を軽減する． 

3.1.3 機能 3：周遊プランの評価共有 

本稿では周遊プラン完成後に，観光者にプラン

評価を依頼し共有可能にする．そして，他の観光

者からの検索支援に用い，問題点 4 を緩和する．

評価内容は，「プランの満足度」，「中心となる観光

対象」，「こんな人にオススメ」等とする．  

3.2試作システム 

本稿では CT-Planner API[2]を活用し開発する．

図 3の赤枠内は，右ペインに設けた，機能 1の部

分固定のための二つのボタンである．図 4は機能

2 の，見本プランの選択画面である．図 5 は機能
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3の，周遊プランの評価共有ページである． 

 
図 3 機能 1：「出発地からここまでを固定」ボタ

ンと，「ここから到着地までを固定」ボタン. 
 

 
図 4 機能 2：見本プランの選択画面． 

 

 
図 5 機能 3：作成された周遊プランの評価共有. 
 
4. 評価実験 

4.1 方法 

以下三つのシステムを相対評価する： 

⚫ 提案システム 

⚫ 既存システム：CT-Planner または CT-Player

を，課題タスクに合わせて選択 

⚫ ダウングレードシステム：提案システムから，

提案する各機能を除去したシステム 

以下 4つの課題タスクを，被験者に依頼する： 

⚫ 課題 1-1：指定の観光対象群を順番に訪問す

る周遊プランを，制限時間内に作成する． 

⚫ 課題 1-2：指定の周遊プラン中に，指定のジ

ャンルの観光対象を制限時間内に挿入する． 

⚫ 課題 2：指定の観光対象群を必ず訪問する周

遊プランを，制限時間内に作成する．ここで

は訪問順序は問わないこととする． 

⚫ 課題 3：周遊プランの作成事例群から，指定

条件を満たす事例を制限時間内に発見する． 

また，各課題の終了後に，被験者に「課題解決

のしやすさ」の 5段階主観的評価を依頼する． 

被験者は対象地域になじみのない 20～50 代の

男女 21名である．事前に CT-Plannerの習熟度等

を調べて公平な 3群に分け，順序効果を排除する． 

4.2 結果（表 1～3） 

課題 1, 2 の達成率は提案システムが最良とな

った．提案システムは，周遊プランの激変を抑え，

異なるジャンルの観光対象も効率的に挿入でき

た．課題 3 でも提案システムが最良であったが，

主観的評価では，差は 0.5 ポイントに留まった． 
 

表 1 課題 1の実験結果(上段：1-1，下段：1-2) 
 達成

率 

(％) 

観光対象

の平均 

変化数 

部分経路

の平均 

変化数 

解決の

しやす

さ(1-5) 

提案 

システム 

100.0 

100.0 

6.3 

5.4 

16.1 

10.6 
4.3 

既存 

システム 

0.0 

71.4 

35.4 

22.0 

85.1 

55.3 
2.7 

ダウン 

グレード 

28.6 

28.6 

23.4 

14.6 

52.4 

38.3 
2.4 

 
表 2 課題 2の実験結果 

 
達成 

率(%) 

観光対象

の平均 

変化数 

部分経路

の平均 

変化数 

解決の

しやす

さ(1-5) 

提案 

システム 
100.0 3.3 12.7 4.9 

既存 

システム 
85.7 26.4 53.7 4.0 

ダウン 

グレード 
71.4 19.7 27.3 3.0 

 
表 3 課題 3の実験結果 

 平均発見個数 
解決のしや 

すさ(1-5) 

提案システム 21.6 4.6 

既存システム 0.3 1.7 

ダウングレード 6.4 4.1 
 
5. 結論と今後の展望 

本稿では，対話型周遊プラン作成システム CT-

Planner の柔軟性の拡充を行なった．試作システ

ムによる評価実験の結果，本提案は有効であった． 

今後の展望として，ⅰ)部分固定部内の微調整

機能，ⅱ)見本プランと嗜好値のマッピング方法

の向上，ⅲ)各種データ量の拡充，等が考えられる. 
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